
 

　はちおうじ総務相談所の長岡です。みなさま、８月に夏
休みは取れましたでしょうか。私は先月号で予告したとお
り、11日から17日までをお休みとさせていただきました。
そして、これまた予告どおりWebサイトの更新作業を進
めて、とりあえず見た目だけは新しくしています。 
　新サイトでは、中小企業支援を前面に押し出してみまし
た。とはいえ、取扱業務を紹介するページなどはまだほと
んど作っていないので、これからの作業が本番なのではな
いかと考えています。まあ、これまできちんとやってこな
かったのがいけないのですが。 
　 ブログについても、一覧表示などがきれいになりました。関連記事も自動的に表示される
ようになったのですが、かなり古いものが表示されることもあるようなので、隙を見つけて
は画像の設定などをちょこちょこといじっています。しかし、以前の投稿を見直してみると、
かなりひどいものも混じっていますね。当時は「質より量」と考えて投稿していましたが、や
はり「量より質」が正しかったようです。先人の知恵は大切にしなければいけません。 
　 この事務所通信の一覧についても、見やすくなったのではないかと感じています。もっと
も、中身は変わっていないので、何年か経ってから見直してみたら、やはり後悔することにな
るのかもしれませんが……。 
　それはともかく、サイトの外見が変わっただけで「書く気」が沸いてくるのも事実です。机
の配置などを換えると、なんとなくやる気が出てくるような感じでしょうか。そういえば、
最近は机の並びをわざと不規則にする企業も増えているのだとか。従業員同士の接触が増えて、
職場が活性化するそうです。まあ、うちは私一人だけなので、導入できないのですけれど。
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Webサイトのリニューアルと先⼈人の知恵と私

今⽉月の予定（2016年年９⽉月）
 19日（祝）東京都行政書士会ソフトボール大会（於：明治神宮外苑 軟式野球場）

⼼心機⼀一転です



今⽉月の推薦図書
　プレゼン資料を中心に、相手を動かす資料作成のノウハウが解説されています。「契約に合
意してもらう」といった目的のために、まずは、どんな人に何をどうやって伝えていくのかを
深く分析していくのが大切なようです。マーケティングと似た考え方でしょうか。 
　 技術的なこととしては、パワーポイント等のソフトを立ち上げる前に、手書きで十分に資
料を練り上げておくことが重要だと学びました。たしかに、キーワードの並びを縦にしたり
横にしたりしながら、配置の微調整を何度もくり返すのとかは無駄ですよね。 
　やはり、結果を出すためには見た目よりも内容が大事なようです。そのようなわけで、後半
のビジュアル的な部分よりも、前半の「目的」「ターゲット」「メッセージ」の解説などが
参考になりました。スライド資料だけでなく、様々なビジネス文書に応用できそうです。 
　わかりやすい資料で相手に内容を理解してもらったうえで、予想を裏切るような展開に持っ
ていくのがミソなのだとか。狙ってそれをできるのが、プロということなのでしょうか。こ
の事務所通信にも、そういう要素を取り入れていきたいところです。

今⽉月の推薦映画

　夏休みの思い出は『シン・ゴジラ』でしょうか。しかし、推薦映画の記事を書くためにウィ
キペディアを開いてみたところ、あらすじが最後まで載っていたのには驚きました。うちの記
事では内容にほとんど触れていないのは、その反動かもしれません。 
　あとはオリンピックですかね。テレビは見ないので、毎朝の新聞を楽しみにしていました。
スポーツといえば、今月は行政書士会のソフトボール大会がありまして、八王子支部は今年が
初めての参加となります。とにかくもう、怪我だけはしないように気をつけないと……。

編集後記
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『プロの資料料作成⼒力力』  
 　清⽔水久三⼦子  著 　2012年年 　東洋経済新報社

『シン・ゴジラ』  
 　庵野秀明  監督 　2016年年

　これまでゴジラシリーズには興味がありませんでした。今回は『エヴァンゲリオン』の庵野
大先生が総監督ということで、こちらも個人的にはマイナスです。そして、劇場で見た予告編
もまったく心に響かず、「相変わらず××そうだな」としか感じていませんでした。 
　 しかし、SNSで興奮している人たちの投稿を目にするようになり、少し興味が湧いてきた
もので、もう１本の映画を見る「ついで」に予約してみたわけです。そうしましたら、これが
もう、たいへんにおもしろうございました。終盤の特撮シーンはちょっと泣けましたね。 
　 私と同じような展開で劇場まで足を運んだ人も、少なくはないのではないでしょうか。や
はりこのご時世、SNSの影響は侮れないようです。もっとも、「（経験したことを）伝えた
くなる」という要素が含まれていないと、火がつくことはないのでしょうけれど。 
　 また、見る前の予想は見事に裏切られ、先入観に縛られると損をしてしまう危険性がある
ことを、今回の経験であらためて実感いたしました。「長岡は相変わらず××だな」と感じて
いる方々も、もしかすると損をしているのかもしれません……。
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